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5月にリリースされる予定のMovable

Type 3.0（以下「MT 3.0」）は、バ

ージョン2.6が発表された2003年

1月以来、1年4か月ぶりのメジャーバージ

ョンアップだ。この間、シックス・アパート

は会社化されて、2003年10月にはブログ

サービスのTypePadも開始した。日本で

も、MTをはじめとするブログツールが急速

に普及し、さらにISPなど多くの会社がブ

ログサービスに参入するなど、ブログを取

り巻く状況は大きく変化した。最近のブロ

グ事情に合わせて、そしてシックス・アパー

トの日本法人が正式に活動を開始した今、

新しいバージョンでMTがどう変わるのか、

詳しく説明しよう。

MT 3.0の利用に関するライセンスは、

これまでと同様で、個人利用の場合は無

料で使えるので安心してほしい。商用利用

の場合はライセンスの購入が必要だが、

MT 3.0のリリースに合わせて、これまでよ

りも商用利用しやすいライセンスプログラ

ムも用意される予定だ。また、3月に設立

されたシックス・アパート日本法人を通して、

ライセンス料の決済やドネーション（寄付を

すればいくつかの特典が付く）をクレジット

カードでできるようになる予定だ。

Movable Type日本語化パックの作成、書
籍『Movable Typeで今すぐできるウェブ
ログ入門』（インプレス刊）執筆など、初期
からMovable Typeの日本での普及に努
めてきた技術者。シックス・アパート株式会
社の技術担当執行役員に就任して、さらに
日本語ユーザーに優しいMovable Type
を実現した。

dh's memoranda
http://uva.jp/dh/mt/
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図1 ログイン直後の画面。基本的な画面構成は大きくは変わらないが、デザインし直されて、イ
メージが変わった。ロゴも新しくなっている。

旧バージョンからの

移行もバッチリ

これまでのMTのバージョンアップのときと同

様に、既存のMTで作ったウェブログをそのまま

アップグレードできる。アップグレードインストール

用のパッケージを入手してサーバーにアップロー

ドしたら、専用のスクリプトを起動するだけだ（元

には戻せないので、アップグレード前にバックア

ップを作っておくことをおすすめする）。

また、データベースに保管されているウェブロ

グデータのEUC-JPやUTF-8などの日本語文字

コードも変換できるようにする予定だ。これまで

は、一度文字コードを決めると変更は大変だった

が、日本語版MT 3.0には、データベースの中身

の文字コードを変換するスクリプトが添付される

予定だ。アップグレードは、変えたかった文字コ

ードに変更するいい機会になるだろう。

CSSを使った
柔軟な新インターフェイス

MTで作られるウェブログでは、すでにス

タイルシートを有効に活用したページが作ら

れているが、MT自体の管理画面は、きちん

とスタイルシートを利用したページにはなっ

ていなかった。MT 3.0では、管理画面が

作り直されて、スタイルシートを活用したシン

プルなページに変更された（図1）。管理画

面のデザインを変更した結果、アイコンと文

字がきちんと分離され、各国語にローカライ

ズするときの手間が省けるほか、フォントサ

イズの変更などにも柔軟に対応できるよう

になった。また、管理画面に変更を加える

プラグインを開発するときにも、ページの変

更が簡単になる。

日本語化済みの
「日本語版MT」が配布される

これまでは、MTを使うには、オリジナル

のMTに日本語化パッチを当てる必要があっ

た。しかし、MT 3.0からは、日本語化済み

の「日本語版 MT3.0」が配布される。

MT自体のインストール方法などに大きな

変化はないが、日本語版MT 3.0を使えば

日本語化の作業が必要ないため、初心者で

もインストールは楽になるだろう。もちろん、

標準でログイン画面から日本語化された状

態になる予定だ（図2）。

POINT

難しかったインストール作業がかなり簡
略化される。

1

図2 日本語版では、何も設定しなくても
ログイン画面からいきなり日本語で表示さ
れる予定だ（もちろん英語に設定すること
もできる）。

POINT

管理画面のカスタマイズが柔軟になり、
さらにレスポンスもよくなるだろう。
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図3 ①ブログ管理画面の左のナビゲーションに「コメント」と「トラックバック」が追加されている。②コメンターの管理は
後の「TypeKey」で詳しく解説する。③コメント管理画面ではコメントをさまざまな条件で検索できる。④検索で見つかっ
たコメントが表示される。⑤各コメントに対して、「保留」「許可」「拒否」を設定できる。

コメントやトラックバック
の管理機能が充実

最近、MTで作られたサイトが増えるにつ

れて、コメントスパムが横行するようになって

きている。コメントスパムとは、ブログの内

容に無関係なコメントを付けるもので、場合

によっては1つの記事に数百個ものコメント

を付けられてしまう場合もある。単なるいた

ずらや荒らしのためのコメントだけではなく、

Googleなどの検索エンジンでの評価順位を

上げるために、リンク数を増やす目的で行

われるスパムも多い。これまでにもコメント

スパム対策はとられてきたが、MT 3.0で

は、コメントやトラックバックを管理するため

の機能を充実させた。

コメントの管理画面では、コメントの内容

やエントリーの名前、IPアドレスやコメント

を投稿してくれた人（コメンター）の一覧が表

示される。これで不必要なコメントは簡単に

一括削除できる（図3）。また、投稿されたコ

メントをすぐにウェブログに表示するのでは

なく、管理者が許可するまでは表示しない

「モデレーション」機能も追加されている。 POINT

スパム的なコメントやトラックバックへ
の対応が楽になる。

3

1
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図4 MTの管理画面に、現在有効に
なっているプラグインが表示される。使
っているプラグインの情報をMTの管理
画面からシームレスに調べられるように
なるのは、プラグインを多用している人
には便利だろう。

プラグインが
より便利に使いやすく

MTでは、これまでも、Perl APIを利用し

たり、プラグインのインターフェイスを利用し

たりして、独自にタグを拡張するなどできた。

MT 3.0では、プラグインのためのインター

フェイスがさらに充実する。たとえば、プラグ

イン用にデータを保存するための仕組みな

どが用意され、いままでよりも高機能なプラ

グインを作成できるようになる。

これまでは、管理画面に新しいボタンを

付けるなどして機能を追加するには、MT本

体のファイルにパッチを当てるなどしなけれ

ばいけなかったが、プラグインを開発してイ

ンストールするだけで実現できるようになる。

また、インストールされているプラグインの情

報がMTの管理画面に表示されるなど、開発

をしない一般のユーザーにとっても、さらに

プラグインを使いやすい仕組みになる。
POINT

開発者にもユーザーにもさらにプラグイ
ンが使いやすく。

4
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図5 TypeKeyは、ブログツール側もコメンター側も無料で使える、コ
メンター認証の「シングルサインオン」サービスだ。Movable Type 3.0
では簡単な設定だけで利用できる。さらに、MT以外のブログツールで
も利用できるように技術情報が公開される予定だ。
図6 コメンターごとに、コメントの投稿を許可／禁止／モデレートに設
定できる。常連さんのコメントは常に許可するだけでも、問題がないか
を確認しなければいけないコメントの数は大幅に減るはずだ。

TypeKeyのコメンター
登録と連携

管理機能が充実しても、ブログに多くの

コメントが付くようになると、コメントの確

認は大変な作業になる。信用できる読者の

コメントならば受け付ければいいが、名前

だけで本人だと信用できるとは限らないの

で、結局毎回コメントを見て確認すること

になる。

MT 3.0は、「TypeKey」という、コメンタ

ーを認証する新しい仕組みと連動できる。

TypeKeyは、MT 3.0のリリースと同時にシ

ックス・アパートが開始する予定の、新しい

サービスだ 。TypeKeyにはだれでも無

料でコメンターとして登録できて、一度登録

すれば、TypeKeyと連動するどのウェブログ

へのコメントでも、同じTypeKeyユーザー名

で本人だと証明できる。実際にコメントする

ときには、いったんTypeKeyのサイトへ転送

されて、TypeKeyのユーザー名とパスワー

ドを入力してユーザーが確認されたら自動的

に元のウェブログの画面へ戻ってコメントを

投稿できるようになるのだ（図5）。

ブログのオーナーはTypeKey登録コメン

ターごとにコメントの「許可」「拒否」「確認す

るまで保留」を設定できる（図6）。初めての

コメンターからのコメントを自動的に掲載す

るか最初に確認するまでは掲載しないかや、

TypeKeyを利用しないコメントも受け付ける

かなども設定できる。

http://www.typekey.com/

5 MT 3.0でTypeKeyと 
連動するサイト 

TypeKeyと連動する 
他のサイト 

TypeKeyを使わないサイト 

ウェブログの読者 
（コメンター） 

1まずTypeKeyのサイトで
ユーザー登録しておく。コメ
ントに使うコメンター名は
TypeKeyユーザー名とは別
に好きな名前を使える。 

4TypeKeyのサイトで、ユ
ーザー名とパスワードを入
力する。正しく入力できると、
ウェブログの画面に戻る。 

3コメントしたいウェブログ
にある「Sign In」のリンク
をクリックすると、Typekey
のサイトに移動する。 

2TypeKeyと連動するサ
イトでは、コメント欄ではな
く「Sign In」のリンクがある。 

それぞれのMT 3.0サイトで、独立してTypeKeyコメンターごとにコメ
ントの許可／拒否を設定できる。TypeKeyが担当するのは「ユー
ザーを認証」だけで、「コメントすることを承認」するのは各ブログの
担当となる。 

TypeKeyではなく独自のユーザー登録を使うサイ
トには個別にコメンター登録をする必要がある。 
コメントに制限を付けないサイトでは、 TypeKeyと
は関係なく自由にコメントを付けられる。 

一度TypeKeyに登録しておけば、他の
ウェブログサイトでも同じTypeKeyアカ
ウントを使ってコメンター認証できる。 

5Movable Typeは、TypeKeyで認証され
たコメンターだと確認したら、コメント入力用
のフォームを表示してコメントを受け付ける。 

図7 携帯電話から写真付きで記事を投稿する「モブロ
グ」は、現在は専用のサービスを使わないと実現が難し
いが、Atom APIが一般的になれば、どんな携帯電話か
らでもMTのサーバーに直接記事を投稿できるようにな
るかもしれない。

Atom Syndicationに加
えてAtom APIにも対応

MT 3.0では、昨年からブログ界の話題

になっていた新しい規格「Atom」を大規模に

サポートする。これまでにも、Syndication

（サイト間連携）のためのXMLフォーマット

「Atom Feed」はすでにサポートしていたが、

MT 3.0では、ブラウザー以外のアプリケー

ションや携帯電話などから記事を投稿した

り編集したりするなど、ウェブログをさまざま

に操作できるようにする「Atom API」にも

対応する。

これまでも、「XML-RPC」という技術を用 POINT

ウェブログを便利にする汎用ツールが
さらに一般的になる可能性を秘める。

6 いた同様の仕組みは「metaWeblog API」

や「Blogger API」など何種類かあったが、

ツールごとに採用する技術に違いがあった。

しかし、Atom APIの仕様は、Bloggerなど

他の有力ベンダーとも協力して規格化が進

められてきたため、Atomが標準的な技術と

して一般的になれば、ツール間の差異は以

前と比べて小さくなると期待される。Atom

APIをサポートしたアプリケーションはまだ

少ないが、海外では、Nokiaの携帯電話に

搭載されるなど、広がりを見せている。

MT 3.0のAtom APIサポートは、さまざ

まなツールが作られるのを加速すると考えて

もいいだろう。

POINT

だれでも無料で使えるワンストップのコ
メンター認証システム。
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